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が
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「
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訳
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訳
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あ
り
ま
す
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詳
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３
９
２
１
ま
で
。

編
集
後
記

■
取
材
で
訪
れ
た
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
あ

ま
り
の
快
適
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
ブ
ー

ム
が
来
て
い
る
と
は
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
多
彩
な
調
理
器
具
に
ス
ト
ー
ブ
、

パ
ソ
コ
ン
ま
で
。
我
が
家
よ
り
も
快
適

な
の
で
は
。
来
年
の
夏
に
は
自
分
も
優

雅
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
…
な
ん
て
想
像

し
て
い
た
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を

逃
し
そ
う
に(

汗)

。
ま
だ
ま
だ
ス
マ
ー

ト
に
は
行
か
な
い
で
す
ね
。

■
今
月
の
特
集
は
、
特
殊
詐
欺
に
つ

い
て
。
編
集
作
業
を
し
て
い
た
９
月

末
に
も
市
内
で
１
件
の
被
害
が
発

生
。
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
は
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
早

速
、
実
家
の
祖
母
に
電
話
し
、
「
合

い
言
葉
」
を
決
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
し
ば
ら
く
会
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
元
気
そ
う
で
な
に
よ
り
で
す
。９月１日／切り絵ランタ

ンコレクション特設会場

(千歳市社会福祉協議会)

で撮影

　 今月の表紙
夕暮れ時に、ほのかに明か
りを灯す《切り絵ランタン》。
100 個以上並ぶランタンを
ひとつずつ眺めていた女の
子が、「これ、かわいい」と
《金魚鉢と猫の切り絵》の前
で足をとめました。希望の
灯りとなりますように。

心打つサケの帰還

カメラが光を捉えるほん
の一瞬。映り込む人物や
ものごと。千歳ならでは
の魅力が、残したくなる
風景が、そこにある。 

■ 毎年、秋の訪れを告げるかのごとく千歳川に帰って

くるサケ。写真は、千歳水族館内の千歳川観察窓から

撮影したものです。秋サケの来遊数が減少傾向にある

北海道ですが、昨年の千歳川におけるサケの遡上数は

前年を上回り、サケの群れのダイナミックな雄姿に労

いと感動の声があがっていました。今年の千歳川も、

現在のところ、昨年を上回る勢いで遡上してきていま

す。水中の風景に移りゆく季節を感じ、観察窓は、そ

こで息づく生物たちの「命を繋ごうとする力強さ」や「自

然の素晴らしさ」を私たちに教えてくれる、そんな場

所です。

　　　　　　　　　　　　
（公財）千歳青少年教育財団 サケのふるさと千歳水族館
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